
 1 

Ｇ７エネルギー大臣会合サイドイベント 

「アフリカ２０３０：技術革新，環境保全に貢献する技術

及び能力構築を通じた大陸のエンパワーメント」における 

滝沢外務大臣政務官スピーチ 

（平成２９年４月９日：イタリア・ローマ） 

 

セッション１：クリーン技術による解決策に向けた 

アフリカの転換 

 

１．冒頭挨拶 

●Ｇ７ホスト国イタリアの経済振興省及び外務省， 

今次サイドイベントの主催者である，エネル・ファンデー

ション（Enel Foundation），ＲＥＳ４
レ ス ・ フ ォ ー

アフリカ及びアフリ

カＥＵエネルギー・パートナーシップ（ＡＥＥＰ），  

Ｇ７，アフリカ各国からの参加者の皆様， 

 

●日本国外務大臣政務官の滝沢求です。本日，Ｇ７エネルギ

ー大臣会合のサイドイベントに，日本政府を代表して出席

できることを大変光栄に思います。 

 

２．背景，及び我が国の考え方 

●５４か国１２億人を擁し，近年急成長を遂げるアフリカ大

陸は，世界最後の巨大市場として国際社会の期待と注目を

集めております。さらに，近年の新たな石油・天然ガスの

発見はサブサハラ・アフリカに集中するなど豊富な天然資

源があり，また全土で高い再生可能エネルギーのポテンシ

ャルを有しています。しかし，同時に，根強い貧困や経済

格差，インフラの不備や近代的なエネルギーへのアクセス

の欠如といった課題を抱えています。 
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●このような希望と課題を抱えるアフリカ大陸の未来につ

いて，「エネルギー安全保障」を主テーマと据えるＧ７エ

ネルギー大臣会合に先駆けて議論することは，なぜ重要な

のでしょう。 

 

●まず，世界のエネルギー情勢に目を向けると，シェール革

命を契機とした米国のエネルギー輸出国としての台頭，エ

ネルギー需要増の中心が先進国から新興国へシフトする

など，エネルギー需給構造の地殻変動とも呼べる大きな変

革期にあります。また，気候変動という地球規模の問題に

立ち向かうため，省エネの促進や再生可能エネルギーの導

入拡大がますます重要となっています。 

 

●次に，我が国日本に目を転ずれば，６年前，私（政務官）

の故郷青森も大きな被害を受けた東日本大震災，この影響

で国内の原発が一時全て停止し，これを代替する火力発電

所の燃料として，大量の天然ガスが必要となりました。こ

の急場を救ってくれたのが，ナイジェリア，赤道ギニア，

エジプト，アルジェリア，アンゴラなどの遠く離れたアフ

リカの流動性の高い液化天然ガス（ＬＮＧ
エル・エヌ・ジー

）でした。 

 

●その後も青森県ではＬＮＧの受入れを進め，震災を乗り越

えて八戸ＬＮＧ基地が完成しました。２０１５年１月，八

戸の海岸沿いに，その操業開始が近いことを告げる３０ｍ

の炎，フレアスタックが舞い上がりました。地元では，「マ

イナス１６２℃の炎」とも呼ばれ，エネルギー供給の危機

を乗り越えた住民にとり，復興を照らす 灯
ともしび

となりました。 
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●このように，世界のエネルギー情勢のグローバル化が進む

中，「如何なる国もエネルギーの孤島ではいられない（No 

country is an energy island）」のです。エネルギー輸出

国・輸入国の双方の共栄に向け，ニ国間や，国際エネルギ

ー機関（ ＩＥＡ
アイ・イー・エー

），国際再生可能エネルギー機関

（ＩＲＥＮＡ
ア イ リ ー ナ

）などのマルチの場での協力関係を強化して

いくことが重要であると考えます。 

 

●昨年，我が国が主催したＧ７北九州エネルギー大臣会合に

おけるコミュニケ冒頭でも触れられているとおり，①エネ

ルギーの安定供給，②経済効率性，③環境への適合及び④

安全性（３ Ｅ
スリー・イー

＋
・プラス

Ｓ
・エス

）という多重的な要請に応えること

は，生産国，消費国，先進国，途上国を問わず，全ての国

にとって継続的な挑戦です。 

 

●しかし，これらを全て同時に満たす万能なエネルギー源は

ありません。ですから，各国の実情に応じて，再エネ・省

エネの推進に加え，原子力や，石炭を含む化石燃料のクリ

ーンな活用を促進することが，世界的なエネルギーアクセ

スの向上，エネルギー源の多様化，エネルギー安全保障等

の向上に資すると考えます。 

 

●このような考えの下，我が国は，自国へのエネルギーの安

定供給の確保という第一命題に加え，①万人のためのエネ

ルギーアクセスの向上や，②環境負荷の低減，③エネルギ

ー効率の向上，④新エネ・再エネの開発・普及の促進とい

った点で世界に貢献するというビジョンを掲げています。

その達成に向けて，各国との相互利益（win-win）の関係

を構築することにより，世界のエネルギー安全保障の強化

に主導的な役割を果たして参ります。 
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３．我が国の取組 

●ここで，我が国の取組につき，少し紹介させて下さい。我

が国は，ＯＤＡを通じ，２０１１年から２０１５年までの

過去５年間で，累計１２７億ドルに上る途上国支援をエネ

ルギー分野に振り分けており，これは世界最大規模です。

この内，１３．４億ドルをアフリカにおける再エネを含む

電源開発や配電網の拡大など，電力インフラ整備支援等を

通じたエネルギーアクセスの向上に貢献しています。 

 

●また，昨年８月の第６回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ
テ ィ カ ッ ド

 

ＶＩ
・シックス

）において，アフリカにおける気候変動分野での脆

弱性克服や，持続可能なエネルギー利用を実現するため，

①今後３年間で４千人の人材育成を含む約１８億ドルの

気候変動・自然災害対策支援の実施や，②太陽光や地熱発

電をはじめとする我が国の強みを活かした低炭素排出型

のエネルギーシステム等の官民連携による推進などを柱

とする支援を発表しました。 

 

●具体的な例を挙げると，２０１６年には，エジプトに対す

るハルガダ太陽光発電計画や，ケニアに対するオルカリア

Ｖ地熱発電開発計画などの再生可能エネルギー関連の支

援を実施しています。 

 

●このケニアでは，日本企業の優れた技術が認められ，同国

の豊富な地熱を利用した発電事業において，日本の貢献は

官民合計で４３０ＭＷ
メガワット

，設備容量の約７４％を占めてい

ます。 
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●再生可能エネルギーだけではありません。各国の事情に応

じ，現地産の化石燃料のよりクリーンな活用も重要です。

安価な石炭を有する南アフリカにおいては，我が国企業の

優れた技術を活用した，大規模な高効率の石炭火力発電所

の建設が進んでいます。この発電所の一部が稼働し，送電

網に接続されるやいなや，同国の電力状況は大幅に改善し

たそうです。 

 

●このように，我が国は，アフリカ各国のニーズに合わせ，

この第１セッションの主テーマである「クリーン技術によ

る解決策（clean tech solutions）」を提示しています。 

 

●また，本日のイベントでは，教育や能力構築の重要性につ

いても議論されると承知しております。前述の南アフリカ

の発電所の建設現場は，同国において発電所建設が長い間

停滞していたために不足している技術者をon
オン

 the
・ ザ

 job
・ジョブ

で

育成する，いわば巨大な職業訓練センターとなっています。 

 

●日本の協力は，アフリカ諸国の「オーナーシップ」と国際

社会の「パートナーシップ」を旨とし，被支援国の未来へ

の投資となる人材育成を重視するものです。エネルギー分

野における協力と並行し，ＪＩＣＡによる「資源の絆」プ

ログラムや「アフリカの若者のための産業人材育成イニシ

アティブ（ＡＢＥ
ア ベ

イニシアティブ）」などを積極的に展開

しています。 
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４．結び 

●我が国としては，引き続き，明るいアフリカの未来に向け，

質の高いインフラを含む経済協力，低炭素技術の知見・経

験の共有，能力構築支援などを積極的に進めてまいります。 

 

●本日のこれからのイベントにおいて，明日のＧ７エネルギ

ー大臣会合へのインプットとなる実り多い議論がなされ

ることを祈念します。 

 

●ありがとうございました。 
 

  （了） 


